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　2023年 6月 24日，脂肪肝の新概念metabolic dysfunction‒associated steatotic 
liver disease （MASLD）が欧州肝臓学会（EASL），米国肝臓病学会（AASLD），ラ
テンアメリカ肝疾患研究協会（ALEH）が主導する NAFLD Nomenclature Consen-
sus Groupより提唱された1）．MASLDは，これまで用いられてきたnon‒alcoholic 
fatty liver disease （NAFLD）に cardiometabolic criteriaを組入基準に加えた新た
な疾患概念である．2023年 9月 29日，日本肝臓学会および日本消化器病学会も
この新概念に賛同する声明を発表しており2）～4），今後，日本の診療および研究に
おいても NAFLDに代わりMASLDが用いられていくと考えられる．
　1980年，Ludwigらは過度な飲酒がないにもかかわらずアルコール性肝障害と
類似の肝組織像を呈する 20名を報告し，その疾患概念を NAFLDとして提唱し
た5）．NAFLDの診断は，肝臓に脂肪沈着を認め，かつ中等量以上の飲酒（女性 20 
g/day以上，男性 30 g/day以上）と二次的に脂肪肝をきたしうる肝疾患を除外す
ることにより診断される6）．この除外診断に基づく NAFLDにより，食習慣の変
化や活動量の低下などから肝硬変や肝癌が発症しうることが明らかとなり，
NAFLDが果たしてきた意義は大きい．しかし，NAFLDは代謝異常の併発が診
断に不問であるため，病態や予後が不均一な集団であることが問題点として議論
されてきた7）～9）．また，“non‒alcoholic”や“fatty”がスティグマ（偏見）にあたる
といった問題点も指摘されている10）．
　上記背景から，NAFLDに代わる新たな名称と疾患概念が修正Delphi法を用い
て検討された1）．56カ国計 236名のパネリストが参加した会議の結果，“non‒
alcoholic”と“fatty”という用語は，それぞれ 61％および 66％のパネリストが偏
見を与えると回答した．そして，steatotic liver disease （SLD）が脂肪肝のさまざ
まな病因を包含する用語として選択された．NAFLDに代わる名称として選択さ
れたのがMASLDであり，新たに cardiometabolic risk factor（過体重/肥満，耐糖
能異常，高血圧，低 HDL血症，高中性脂肪血症のいずれか）が診断の組入基準と
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して加えられた．また，MASLDに中等量の飲酒（女性 20～50 g/day，男性 30～
60 g/day）を認める場合はMetALD（発音：メット・エー・エル・ディー）という
新分類が策定された．Cardiometabolic criteriaを満たさず，薬物など特定の原因
を認める場合は specific aetiology SLD，特定の原因も認められない場合は cryp-
togenic SLDに分類されることが提唱された．
　MASLDが発表されて間もないが，すでにMASLDに関する研究結果が報告さ
れはじめている．米国全国健康・栄養調査（NHANES）の結果を用いた研究結果で
は，MASLDは人口の約 32％に認められ，MetALD（2.56％）と比較しても SLDの
おもな原因であることが明らかになっている11）．また，NAFLDがMASLDに変
更になることにより，これまで NAFLDで蓄積されてきたエビデンスや臨床試験
の結果をどのように扱うかも大きな問題であるが，これまでに肝線維化マーカー
やイベント発症，予後に関してMASLDと NAFLDは同等であり，これまでのエ
ビデンスは流用可能であることが報告されている12）～21）．さらに，名称がmeta-
bolic dysfunctionとなったことで病態が明確となり，医療従事者だけでなく，患
者自身も代謝異常改善の重要性に関する認知が向上することが期待される．加え
て，代謝異常改善に焦点を当てた新たな治療法が考案・開発されていくことが期
待される．
　本特集ではこの脂肪肝の新概念“MASLD”の疫学・病態・診断・肝発癌ハイ
リスク患者のスクリーニングおよび治療について，各分野のエキスパートよりご
執筆いただいた．本特集が読者諸姉兄の診療の一助となれば幸いである．
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